



Effects of surface roughness of ceria-stabilized zirconia/alumina 





掲載雑誌 CLINICAL ORAL IMPLANTS RESEARCH 投稿中 
 


















【方法】機械研磨および鏡面研磨を行った直径 20mm、厚さ 1mm で、表面







ラーゲン産生の評価（Sirius Red 染色および Real Time PCR 法にてⅠ型
とⅢ型コラーゲンの産生量の検出）⑤炎症性サイトカイン産生の評価














【結論】Mi-Zr上で培養した HGF-1 細胞は、Ma-Ti、Mi-Tiおよび Ma-Zrと
比較して、細胞接着・増殖能、基質合成能、細胞骨格の発達がより高いこ
とが認められた。また、HGF-1細胞は Ti と比較して Ce-TZP/Al2O3上で特
有の細胞形態を呈しながら生物学的挙動が促進し、表面粗さが小さいほど
インプラントの経粘膜部に対して有効であることが示唆された。 
 
 
